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山々 の緑も濃<t ぶ）、合JI¥(]) 魚影が目に入る季節です。 今回は
富山晨(/)合川にすもサヶ耕{[)魚も紹介しき丸
。イワプ イワナ
噂見℃書くように、両岸唸 ゜
に芭がせ呑る渓流の代表的tふ争です。 槃内乗部では、北ア）し
アスの標晶20m を越す沢力‘ら、海岸近くまでみられきす。 おも
に、水生昆虫や水面に落ちてくる陸上(f), ト動物を食べ呑すが、小燕
“奴やカエ）し、、サソジョウウオ脚こlさヘビは℃も呑み込む貪欲tふ点て
す。 守ム湖では、流れ落ちてくる餌の曼が豊塞tふため力‘大型(J) も
のがみられます。 榮jt 蛇万や土濁道には海へ下るアメマスがいま
すが、イワすLアメマズとは同じ種だ℃考える人もいます。
ヤマメは、海へ下るサワ7 マスが一生をJI Iで過ごす＆うにtJ った河
川型につけられた右前です。 体の伺l面には、サケ料の幼品の特筍
であるJ¥ー マー ワ℃いう小判型の履様があリ、成熟しても消えきせ
ん。 ヤマメ乙＆く似に争で、体の側面に赤い点のあるアマゴが県
内でもみられるさうにはリましrこ。 lq'12"'1974 年の富山晨の調宜
で庄川や匈lの上流で社つけられています。 七とも℃は神奈
養殖がさかんにはリ、稚争が県内の河川に入リ込んだのです。 赤
い点は、死ぬ℃消えてしまうので、ヤマメ℃アマゴの区別（さむずか"~,.·.. ;,_• 
しくば）きすCl ,- . ,・ 思、"叩 .. -~ 
. . ・: ; \~-:t; •,_;_: :・.. :-. .. ・::-・ 多
。ニジマス
成長す紅、依側に虹
, R )・,.¥'. ¥ふ麦 i" ・，．・＇・ニ：．比・言
(J)& うに赤いにてじきがあらわれるのてこのもがあリ呑す（英おレ
インボウ トラウt-) 。 原産党lさ:1t: アメリカで、日本には18 竹年
以後、持ち込忠れました。 ニジマスは、病気に強く、飼角もしや
すいため: 日本各把で蓬殖・放流されています。 しかし、日本の
河川は急で産卵に適さはいためか自然状態ではほ℃ん℃繁殖ビず、
毎年人工的に育てた稚魚と放荒しはければはリきせん。
谷川にす走サ7料{J) 魚は量近の釣リ7- ムで非常に数か少1J<
tぶ）、稚魚が放流されているのが現状ですc また、ゲムは℃の建
設で昔℃は様子が変わってしまった川もたくさんお）呑す。 {H .N) 
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